
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

求めよ、そうすれば、与えられるであろう。 

捜せ、そうすれば、見いだすであろう。 

門をたたけ、そうすれば、あけてもらえるであろう。 
 

すべて求める者は得、捜す者は見いだし、 

門をたたく者はあけてもらえるからである。マタイ７章７～８節 
 
 

ダニエル祈祷会の最後の週です。もちろんこれで今年のお祈りが終わり

というわけではなく、むしろはじまり！と言ってもよいと思っています。皆

様がよく知っている上記のみ言葉をもう一度深く味わってみてください。

「求めなさい」というのは原語では「求め続けなさい」という意味です。与え

られるまで諦めないで、忍耐して、祈り続ける時に主の御業がなされます。 

 

 先週の礼拝（1/9）で榎本保郎先生のお話をしました。 

今日の週報の裏面にも紹介している先生の名著、「一日 

一章」のマタイ７章の解説 を抜粋してお届けします。 

少し「硬い」内容かもしれません。でもよく噛んで、反芻 

して、み言葉の奥義を心にダウンロードしてくださった 

ら感謝です。それでは榎本節をお楽しみください！ 
 

【門をたたく者はあけてもらえるからである。】 とある。私は、
この「からである」というところが大事なものと思う。求めたならば与えてや

ろうというのではなく、与えられているのだから求めなさいということが、

「からである」の意味である。私たちは、魚釣りを釣り堀でしても、風呂場で

はしない。風呂場では釣れない。私たちが神に求めるのは、プールや風呂場

で釣り糸を垂れるような無駄なことをしているのではない。それを神に求

めても無駄なことのように思って、私たちはなんと神に求めることが少な

く、神の門をたたくことが少ないのであろうか。私たちは、天からの管がお

りきてきているのに、その管からのものをいただかず、やたらに地上を這い

ずり回り、人に求めて失望し、物に頼んでそのはかなさを噛みしめたりする

ことが多い。私たちは、すでに与えられているから求めていくのであること

を覚えたいと思う。… 

 一生懸命聖書を読み、言葉を信じて従ってゆくことは、不信との闘いであ

る。信仰するということは不信仰との闘いである。どんな人でも毎日毎日、

神を信じられない自分と闘っているのである。見えないところのものをどう

して信じていくことができるだろうか。だから私は、信仰の深い人ほど、自

分が不信仰な者であることを知っていると思うのである。 （榎本保郎 牧師） 

 

 

２０２２/1/15 （SUN） 礼拝式・プログラム 
       

 

 

ゴスペルタイム 米田香さん 

 

司会・祈祷    松井大宜さん 
 

賛美   主イエスのみそばに （聖歌475） 
♪あなたは愛されるため生まれた 

♪主イエスの十字架の血で 

 

ヤベツの祈り 

聖書   ダニエル書１２章８～１３節 （P.1243） 
朗読：村上歩美さん 

 

特別音楽：   小山勇児さん（ヴァイオリン）・倉知（ピアノ） 
 

シリーズ・神に顔を向けて❸ 

聖書のお話   インナーチャイルド 
 

 

献金と賛美 見つめ続けます 

献金係：平松友子さん・村上歩美さん 
 

頌栄     主はいま生きておられる 

祝祷 

【土の器】 牧師の連載コラム 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

瀬戸カルバリーチャペル × Seto LIFE ART Studio 
 
489-0909 愛知県瀬戸市みずの坂 5-64   0561-48-8899 
牧師：倉知契   kei.kurachi@gmail.com 
日曜礼拝 朝 11時//木曜祈祷会 朝 10時半//ジョイキッズ 日曜朝 9時半 
礼拝（ミサ）を YouTubeからご覧いただけます。 

【チャペル・ニュース】 
 

◆ 21日間のダニエル祈祷会は今週金曜まで。一日でも、一食でも 
断食して、ご一緒にお祈りいたしましょう。祈祷会・YouTube動画もぜひ！ 

明日（1/16） 10時～11時半 
金曜（1/21） 10時～11時半と礼拝堂を解放しますので 

  お時間のある方は自由にお祈りにいらしてください！ 
  ↓ 

◆ 木曜のお祈り会は通常どおり10時半～11時半。祈りの小径どうぞ 
 

◆ 今日は現状を鑑みて珈琲をお休み。クリスマスの片付けや掃除の 
時間にしますので、お時間のある方はお助けください！感謝します。  

◆ 今年のイースター（復活祭）4/17 に「洗礼式」をご希望の方は、牧師 
までお声がけください。数回の聖書の学びを個人的にいたします！ 

◆ 聖書通読！今年こそ挑戦したいという方、1月１５～２２日（今週）は、 
ヨハネ福音書1～１１章です（一日2章ほどヨハネ福音書をお読みください） 

 
◆ Seto Life Art Studioはモンテッソーリ教室とキッズ英語教室。 
◆ 教会員ポストに２０２２年用の月定献金袋あります。 
◆ 引き続き、マスク着用・消毒など感染予防対策をお願いします。 

 

 

瀬戸カルバリーチャペル 
Seto Life Art Studio 

 

2022.1.15 

主日礼拝 

 

先週（1/9）の礼拝で紹介した、榎本保郎牧師の書いた 

不朽の名作の普及版（ソフトカバー）。アマゾンで２２００

円で発売しています。聖書を一章ずつ解説しているの

で、聖書通読と合わせて読むと大きな力になります。 

三浦綾子さんが、榎本先生の人生を、「ちいろば先生物

語」に描いて、ちいろば先生という名前が定着しました。

「ちいろば」とはエルサレム入場の時、イェス様をお乗せし

た「小さなろば」のこと。『主がお入り用』なら何でもしま

す！というスピリットの伝わる名著です！今日のコラム参照 

心を豊かにする本の紹介 

ちいろば牧師の一日一章 

mailto:keikura@gmail.com

